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1． 総合
行く前はあまり期待感もなく、ついていくという感じであったが、終わってみるとモンゴルの理解
も深まり有意義な訪問であった。
ウルジさんをはじめとする準備、アレンジも無理なく行き届いた対応で感謝します。
天候にも恵まれ、予定をすべてこなせたこと
帰りの台風による飛行機遅れはハプニング

2． 良かったこと
－モンゴル国会議員、日本大使、商工会議所などの会談、モンゴルの課題が聞けたこと
－日本人墓地訪問、捕虜日本人の苦労がしのばれること、歴代総理の来訪記録で絆
－ホテルの選択が良く、不自由なく過ごせたこと
－ゲルでの体験、思ったより洗練されていた
－チャツァルガン畑の訪問、母子家族慰問

3． 想像・期待と違ったこと
－星空　満点の天の川を期待　満月もあり今一つ
－チャツァルガン畑が意外に小さかったこと
－チンギスハンの巨大像　想像以上に大きく目立つ存在（韓国・ドイツ支援が残念）
－シャーマンの儀式　もっと神がかりかと思っていた
－カシミヤの品質がいまいちの感じ

4． 感じた事
－到着した夜の、町の暗さ
－ウランバートルの大気が意外に汚染されていること
－中古車の日本車の多いこと、プリウスの多いこと
－韓国の存在感の大きさが目立つこと
－アーロール（硬いチーズ）が本当に硬かった　モンゴルの人の歯の強さを知る
－肉料理が主体だが、味つけには満足　
－背が高くスマートなモデルさん達にモンゴル人のイメージ変わる
－ソ連の影響が大きいこと、文字、仏教寺院、鉄道
－インドネシアなどと変わらぬ一人当たりのGDPだが、貧富の差が少なく見えた


